
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       宮下しょう子の 2012年 5月 ～第 58号～ 
 
日本共産党上天草市委員会 
 上天草市姫戸町姫浦 2381 
Tel・Fax 0969-58-2901 

大矢野事務所（2号橋近く） 
Tel 0964‐57‐0408 
Fax 0964‐57－0410 
宮下携帯 090-5283-3100 

新年度予算      賛成多数で可決！    
「「「「最小最小最小最小のののの経費経費経費経費でででで最大最大最大最大のののの効果効果効果効果をををを上上上上げるげるげるげる」」」」というというというという原則原則原則原則のののの下下下下、、、、着実着実着実着実にににに自立自立自立自立したしたしたした市市市市をををを目指目指目指目指すためすためすためすため引引引引きききき続続続続きききき徹底徹底徹底徹底したしたしたした行財政改革行財政改革行財政改革行財政改革をすすをすすをすすをすすめめめめ    

ていくていくていくていく一方一方一方一方でででで、「、「、「、「経済経済経済経済のののの振興振興振興振興・・・・生活基盤生活基盤生活基盤生活基盤のののの整備整備整備整備」」」」にににに徐々徐々徐々徐々にににに軸足軸足軸足軸足をををを移移移移しながらしながらしながらしながらこれらをこれらをこれらをこれらを重点的重点的重点的重点的にににに推進推進推進推進していくしていくしていくしていく（（（（市長市長市長市長のののの施政方針施政方針施政方針施政方針からからからから））））    

《《《《一般会計一般会計一般会計一般会計    主主主主なななな事業事業事業事業》》》》    

 サーバー室移転工事費関連・・・・・・・・・４千３４６万円 

 姫戸統括支所建設調査・設計等・・・・・・・１千６００万円 

 松島庁舎建設工事関連事業・・・・・・・・・３千３４０万円 

 竜ヶ岳統括支所耐震改修設計委託料・・・・・１千２２３万円 

 観光循環バス委託料・・・・・・・・・・・・・・９３２万円 

 上天草高校支援補助金・・・・・・・・・・・・・５９９万円 

 公共交通対策・・・・・・・・・・・・・・１億１５０４万円 

 緊急通報システム事業・・・・・・・・・・・・１千２５万円 

新しい公共支援事業・・・・・・・・・・・・・・４５７万円 

農林水産物販促進事業・・・・・・・・・・・１千１４０万円 

 農林水産物ブランド化推進事業・・・・・・・１千５６７万円 

 行政パートナーシップ人材育成委託料・・・・・４千７４万円 

 “四郎魚～ざ”を活かした地域おこし事業委託料・・ ２千７５９万円 

 有害鳥獣対応応援隊活動事業・・・・・・・・・・８１１万円 

 美しい上天草づくり事業委託料・・・・・・・１千１４４万円 

 観光施設維持管理費事業・・・・・・・・・・４千６００万円 

 スパタラソ改修事業・・・・・・・・・・・・・・６５０万円 

 文化財保護事業･・・・・・・・・・・・・・・・１千８万円 

 テニスコート建設工事費・・・・・・・・１億６千１００万円 

 住宅リフォーム等支援事業・・・・・・・・・・・５００万円 

 太陽光発電システム設置補助金・・・・・・・・・４５０万円 

152152152152 億億億億 2222 千千千千 200200200200 万円万円万円万円    
（（（（前年度前年度前年度前年度 152152152152 億億億億 800800800800 万円万円万円万円））））    

★介護保険料値上げ決まる！ 
12月議会で「基金を取り崩してでも保険料を上げないでほしい」と要望していま

したが、基準月額で 4,200 円から 5,000 円へ 800 円の値上げの条例改正が賛成多

数で承認されました。 

基金取り崩し額は、県の財政安定化基金を 3千 50万 6千円、市の介護給付費準

備基金は約 2億 6千万円のうち 1億 5千万円のみとなっています。 

（問）基金は取りすぎた保険料だ。全額取り崩して高齢者に返還すべきだと思う。ま

た、国に対して「介護保険の改悪を行わないよう働きかけ、現在 5 割の公費負

担を増やすよう」要望すべきではないか。 

（市長答弁）“基金をゼロに”とは理解できない提案、責任ある運営をしていく

ためには一定額の基金は必要。公費負担については私の立場から申し上げ

るつもりはない。 

（反対討論） 

年金の支給額は減り続け、今回市・県民税の値上げもある。後期高齢者医療費も値 

上げされ、益々高齢者の生活が厳しくなるのは目に見えている。基金は取りすぎ 

た保険料だ。全額取り崩してでも値上げすべきではない。 

《《《《特別会計特別会計特別会計特別会計》》》》    
・国民健康保険  ４９億６５８４万９千円 

・診療所        ６８１４万９千円 

・介護保険      ３２億４７１０万円 

・斎場           １７１５万円 

・メモリアルホール   ３０７８万２千円 

・公共下水道     ３億２７４万９千円 

・物揚場造成        １２９５万円 

・後期高齢者    ３億５８９９万７千円 

・水道        ９億１千８万２千円 

・病院      ３６億３３６９万７千円 
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《宮下 しょう子の一般質問》 
１．松島～八代フェリーについて１．松島～八代フェリーについて１．松島～八代フェリーについて１．松島～八代フェリーについて    ２．自然エネルギーについて２．自然エネルギーについて２．自然エネルギーについて２．自然エネルギーについて    

３．介護保険について３．介護保険について３．介護保険について３．介護保険について        ４．観光予算について４．観光予算について４．観光予算について４．観光予算について    

 ★「フェリー問題」「フェリー問題」「フェリー問題」「フェリー問題」及び「自然エネルギー問題」「自然エネルギー問題」「自然エネルギー問題」「自然エネルギー問題」については、前回質問後の対応につい

て質しました。 

「松島～八代フェリー」「松島～八代フェリー」「松島～八代フェリー」「松島～八代フェリー」＝市町会として「離島航路以外の事業者への助成をしてほしい」

旨の要望書を県に提出しているが、今のところ回答をもらってい

ないと答弁。 

「自然エネルギー」「自然エネルギー」「自然エネルギー」「自然エネルギー」＝省エネ・省資源の取り組み、自然エネルギーの利活用などについて

検討し、市の環境施策へ反映させると共に、市民の環境意識を向上

させる目的で『次世代エコ生活推進検討会議』を設置した。 



 

 

 

 

 

 

《副市長人事について》 
 
 ４月２０日（金）臨時議会が召集され、副市長人事案が提出さ

れました。採決の結果、賛成１６反対５で、上天草市に初めての

副市長が誕生することになりました。就任は６月１日から４年

間。選任されたのは、今年３月末で退職していた元建設部長の尾

上徳広氏（龍ヶ岳町 ５９歳）です。 

 市民からは臨時議会を前に、市及び各議員に対して約 100名の

署名を添えて『反対』の申し入れが提出されました。 

主な内容は 

① 上天草市は今も財政的に厳しい現状にあることに変わりない
こと 

 
② 議会においては、財政難を主な理由に定数が２２から１８に削減

されたばかりであること。 
 

③ 市長のマニフェストにもないこと。 
 

④ 副市長を任命しなければ市政運営に支障をきたす状況下にあ
るとは思えないこと。 

 

宮下議員は、「市民からは、市に対し反対の申し入れがされてい

ることや直接反対の声も多くよせられていること」などを理由に

反対しました。また、市民の税金が投入された『樋島漁協債務補

償問題』では、債務者の保証人という立場です。この問題が終わ

るまでは、道義的にも適任だとは思えません。 
 

 主な質疑に対する答弁 

・ 現在 年間 450回の会議・イベントのうち 135回が、代理出
席か欠席をしていることへの対応。 

 
・ 行政改革での職員減に対しても支障がでているが、速やかな

対応ができる。 
 
・ 議会と執行部の関係や災害が起きた場合の対応ができる。 
 
・ 給料は月額 59万 7千円、ほかに手当て。 

《広域連合議会報告》 
★★★★消防本部・中央消防署庁舎建設消防本部・中央消防署庁舎建設消防本部・中央消防署庁舎建設消防本部・中央消防署庁舎建設    

（平成２５年度中完成予定）（平成２５年度中完成予定）（平成２５年度中完成予定）（平成２５年度中完成予定）についてについてについてについて    
    

現在、天草市庁舎内に隣接してある消防署が、老

朽化のため移転して建て替えられます。移転場所

は、天草市本渡町広瀬 国道 324号沿いです。 

●総事業費１８億７５００万円総事業費１８億７５００万円総事業費１８億７５００万円総事業費１８億７５００万円    

・ 建設費１１億１６００万円 

・ 用地所得関連２億８６００万円 

・ 調査・設計６４００万円 

・ 旧庁舎解体５９００万円 

・ 通信施設整備２億９９００万円 

・ 事務費・備品購入費３９００万円 

・ 土地賃借料１２００万円 

 各自治体の負担額は下記の通りです。上天草市は

合併特例債を活用します。 

    ●各負担額各負担額各負担額各負担額 天草市 １３億３３２１万円 

       上天草市 ４億８６９万７千円 

       苓北町  １億１２２２万４千円 

 ※上天草市の今年度負担金は 1億 5130万円。 

 《議員定数問題について》 
 
 昨年６月より議会内に特別委員会を設置し、県内１４

市の中で類似市の状況や上天草市の財政状況など5回に

わたって審議してきました。 

11 月には、市民アンケート（回収率 9.37％）を実施しま

したが、「定数が多い」との回答が 80.5％ありました。  

委員会ではアンケートの結果などから、18 名と 16 名

の２案で採決を取ることになり、賛成多数で 18 名と決

まりました。 

 3 月議会最終日に、議員発議で条例改正の議案が上程

され、賛成１２反対８で採択されました。次回選挙より

定数が『１８１８１８１８』』』』になります。 

 宮下議員は「急激な削減をすると市民の声が届きにく

くなる。どうしても削減をいうなら、まずは2減にして議員

報酬を下げるべきだ」と 18 案 16 案のどちらにも反対し

ました。 

また、「市民からは『議員報酬が高い』との声もある。報

酬、費用弁償、政務調査費も合わせて検討すべきではな

いか」と提案しましたが、他議員からは「（特別委員会の）

メインは定数問題、ここで決めていいのか？他の削減は

段階的にするべきだ。現状で良い」「報酬を下げると議

員に立候補する人がいなくなる」「費用弁償については、

廃止すると庁舎までの距離の問題で不公平になる」など

の意見が出て、先送りとなりました。 

 議員報酬については、合併後の選挙後に一気に引き上

げられた経緯があり、市民からは「下げるべき」との声

が多くありました。また、市職員の給料は 3年連続で引

き下げられており、特別公務員である議員もその対象と

なるのではないか。 

★住宅リフォーム等支援事業 
について 

《平成 23 年度実施状況（補助金 500 万円）》 
 
 ・件 数   31件   

・工事費総額 8387万円 

・主な工事内容 屋根 8888件、台所・浴室・トイレなど

水周り 12121212件、屋内内装 7777件 増築

2222件 解体 2222件  
 

 今年度から１千万円を補助する予定でしたが、大型公

共工事増のためという理由で５００万円に減額されて

います。なお、浄化槽・太陽光設置補助金も削減されま

した。    

《しょう子さんのチョッとひと言》 

     5 月 5 日に北海道の泊原発が停止し、全国で 54 基あった原発がすべて停止しました。5 月 5 日は『こどもの日』です。日本の 

未来を担う子どもたちへ大きなプレゼントになったのではないでしょうか。しかし、政府は大飯原発（福井県）の再稼動を推し進めようとしてい 

ます。また、おおい町議会も 14 日の全員協議会で再稼動に賛成多数で同意しました。理由に「雇用問題、電力不足」などがあるようですが、住民の代表

である議会が、住民の命を守ることができないのか。反対議員はただ一人だったそうですが驚きます。私たちは電力不足を理由にして、危険に 

目をつむるわけにはいきません。 『原発ゼロの日本』をつくるため、子どもたちに安心の日本をつくるため、 

微力ですが原発を阻止するための裁判に参加します。 

  

 大型公共事業よりも 

地域密着型で仕事起しを！ 
 


